
住宅新築資金等貸付事業特別会計

○平成11年度決算状況

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

１．事業収入 76，081，745円 １．事業費 6，560，990円

２．県支出金 5，813，000円 ２．公債費 94，564，432円

３．繰入金 22，692，000円 ３．予備費 0円

４．繰越金 4，713，395円

５．諸収入 12，294円

６．市債 0円

合 計 109，312，434円 合 計 101，125，422円

収 支 8，187，012円

歳入

１．事業収入

予 算 現 額 調 定 額 収 納 額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額

70，001，000円 297，672，404円 76，081，745円 0円 221，590，659円

事業収入は、貸付済の資金にかかる貸付者からの償還金収入であり、市の貸付財源である起債の償還に充

てる主要財源です。収納率は 25．56％でした。

○〔事業収入の内訳〕

予 算 現 額 調 定 額 収 納 額 収入未済額 収 納 率

元 金 57，500，000円 234，163，530円 63，431，809円 170，731，721円 27．09％

うち現年度分 77，332，157円 54，498，179円 22，833，978円 70．47％

うち滞納分 156，831，373円 8，933，630円 147，897，743円 5．70％

利 子 12，501，000円 63，508，874円 12，649，936円 50，858，938円 19．92％

うち現年度分 14，424，960円 9，819，208円 4，605，752円 68．07％

うち滞納分 49，083，914円 2，830，728円 46，253，186円 5．77％

〔成 果〕

本年度は従来からの定期的な償還指導に加え、返済中の貸付者に対する「償還状況のお知らせ」及び「啓

発文」の発送により滞納者への償還を促したところ、前年度より滞納繰越分の収納金額が 2，303，261円、収

納率が0．69％増加しました。しかし、長引く景気の低迷なども起因して現年度分の収入未済額が増加し、収

納金額全体では前年度より 659，880円、収納率で1．25％減少し、収入未済額は15，675，372円増加しました。

今後も、引き続き償還意識の啓発・指導を行うとともに、償還意識に欠ける滞納者に対しては法的措置の検

討を進めていきます。
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２．県支出金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予 算 現 額 と の 比 較

5，813，000円 5，813，000円 5，813，000円 0円

県支出金は、昭和53年度から昭和61年度までに貸し付けた住宅新築資金および宅地取得資金の貸付財源と

して、市が借り入れた起債に対する利子補給の性格を有する補助金です。使途としては公債費（利子）に充

当しています。

３．繰入金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予 算 現 額 と の 比 較

22，692，000円 22，692，000円 22，692，000円 0円

一般会計からの繰入金であり、運営費ならびに公債費（利子）に充当しています。

４．繰越金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予 算 現 額 と の 比 較

4，713，000円 4，713，395円 4，713，395円 395円

前年度の剰余金であり、公債費（利子）に充当しています。

５．諸収入

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予 算 現 額 と の 比 較

1，000円 12，294円 12，294円 11，294円

預金利子収入であり、公債費（利子）に充当しています。

６．市債

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予 算 現 額 と の 比 較

0円 0円 0円 0円

新規貸付金の貸付財源ですが、本年度は新規貸付がなかったため、市債の借り入れは行いませんでした。
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歳出

１．事業費

項１ 事業費

目１ 運営費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

7，626，000円 6，560，990円 1，065，010円

運営費は、本事業の運営に要する人件費及び事務費であり、本年度は、償還中の貸付者に対する償還状況

の周知を図るなど、償還意識の啓発を行いました。

〔一般職給〕 １人 6，169，000円

〔運営事務費〕 343，990円

〔負担金〕 48，000円

・三重県住環境整備事業推進協議会

目２ 貸付金

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

0円 0円 0円

新規の貸付に要する経費ですが、本年度は新規の貸付がなかったため、減額補正を行いました。

２．公債費

項１ 公債費

目１ 元金

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

58，204，000円 58，203，895円 105円

過去に貸付財源として借り入れた土木債（元金）についての定期償還金45，575，121円ならびに貸付者から

の繰上償還にともなう繰上償還金12，628，774円です。

目２ 利子

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

36，390，000円 36，360，537円 29，463円

過去に貸付財源として借り入れた土木債（利子）についての定期償還金36，360，537円です。

３．予備費

項１ 予備費

目１ 予備費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

1，000，000円 0円 1，000，000円
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